
市 長 室
22−1110（ 秘 書 広 報 課 へ ）

副 市 長 室 22−1101
政 策 監 室 28−9883
企 　 画 　 部
部 長 室 22−1119
理 事 室（ 人 事 課 担 当 ） 22−1112
秘 書 広 報 課 22−1110
人 事 課 22−1112
企 画 政 策 課 22−3429
行 政 情 報 課 28−9885
I T 推 進 課 22−1117
総 　 務 　 部
部 長 室 22−1108
財 政 課 22−1113
庁 舎 建 設 課 22−8285
管 財 課 22−3804
税 務 課 22−1114
納 税 課 22−1792
市 民 安 全 局 22−9191
阿南地区交通安全教育推進協議会 22−8952
市 　 民 　 部
部 長 室 22−1115
理事室（市民生活課担当） 22−1116
市 民 生 活 課 22−1116
人 権・ 男 女 参 画 課 22−3094

22−7401
環 境 保 全 課 22−3413
文 化 振 興 課 22−1798
地 域 支 援 課 22−7404
那 賀 川 支 所 42−1111
羽 ノ 浦 支 所 44−3111
環 境 管 理 部
部 長 室 22−3793
環 境 管 理 課 22−3794
環 境 整 備 課 22−3795
生 活 環 境 課 22−0001

市役所電話番号案内 ※夜間・休日の受付は☎22-1111へ

保 健 福 祉 部
部 長 室 22−1591
理事室（保健センター担当） 22−1590
介 護 保 険 課 22−1793
保 健 セ ン タ ー 22−1590
保 険 年 金 課 22−1118
福 祉 課 22−1592
な が い き 課 22−8064
こ ど も 課 22−1593
こ ど も 相 談 室 22−1677

産 業 部
部 長 室 22−1597
理事室（野球のまち推進事業担当） 28−9886
理事室（農林水産課担当） 22−1598
農 林 水 産 課 22−1598
農 地 整 備 課 22−1599
商 工 観 光 労 政 課 22−3290
企 業 振 興 課 22−3401
野 球 の ま ち 推 進 課 22−1297

建 設 部
部 長 室 22−1594
理事室（維持管理課担当） 22−8286
工 事 検 査 課 22−7410
土 木 課 22−1595
住 宅 建 築 課 22−3431
維 持 管 理 課 22−9596
公 園 緑 地 課 22−9293

特 定 事 業 部
部 長 室 22−0527
理 事 室 22−1030
ま ち づ く り 推 進 課 22−1596
特 定 事 業 推 進 課 22−3197
下 水 道 課 22−1796

理 事
理事室（福祉事務所担当） 28−9884

会 計
会 計 管 理 者 22−1107
会 計 課 22−3294

水 道 部
部 長 室 22−8069
業 務 課 22−0587
工 務 課 22−3295

教 育 委 員 会
教 育 長 室 22ー3297
教 育 次 長 室 22−3298
総 務 課 22−3299
学 校 教 育 課 22−3390
生 涯 学 習 課 22−3391
人 権 教 育 課 22−3392
ス ポ ー ツ 振 興 課 22−3394
学 校 給 食 課 22−0362
教 育 研 究 所 22−3395

議 会
議 長 室 22−3398
事 務 局 長 22−3399
議 事 課 22−3399

各 種 行 政 委 員 会
選挙管理委員会事務局理事 22−3791
選挙管理委員会事務局 22−3791
監 査 事 務 局

22−3792公 平 委 員 会 事 務 局
農 業 委 員 会 事 務 局 22−3790

消 防 本 部
消 防 長 室 22−3797
総 務 課 22−3798
警 防 課 22−3796
予 防 課 22−3799
情 報 管 制 課 22−1120
消 防 課 22−3847
テ レ ホ ン サ ー ビ ス

22−9999（病院案内・災害情報案内）
( そ　　の　　他 )

代 表 受 付 22−1111
災害対策本部（災害時） 22−3854

環境と
くらし

シリーズ 〈№ 12〉

ペットはマナーを
守って飼いましょう

　

犬
や
猫
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
害

の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
園
や
道
路
な
ど
が
汚
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
近
所
の
方
も
迷
惑
し
て
い
ま

す
。
散
歩
に
行
く
時
は
、
ふ
ん
の
後

始
末
が
で
き
る
物
を
持
参
し
、
必
ず

自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。
公
園
な
ど
公
共
の
場
所
で
は
、

ほ
か
の
人
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
よ
う
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
猫
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

も
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
猫

を
交
通
事
故
や
病
気
の
感
染
か
ら
守

る
た
め
に
も
、
室
内
で
飼
う
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
快
適
な
環
境
を

つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

は　
環
境
保

全
課
（
☎
22

−

３
４
１

３
）
へ

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

徳
島
県
暴
力
団
排
除
条
例
が
施
行

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
、「
暴

力
団
を
恐
れ
な
い
、
暴
力
団
に
資
金

を
提
供
し
な
い
、
暴
力
団
を
利
用
し

な
い
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、

県
民
の
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
悪

影
響
を
与
え
る
暴
力
団
を
追
放
し
、

安
全
・
安
心
な
社
会
を
め
ざ
す
た
め
、

「
徳
島
県
暴
力
団
排
除
条
例
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

暴
力
に
関
す
る
相
談
は　
徳
島
県
暴

力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

−

６
５
６

−

０
１
１
０
）
ま
た
は
阿

南
警
察
署
（
☎
22

−

０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

217件（  620）
0人（    1）

26人（  110）

救　　急 件 数
搬送人員

271件（ 775）
268人（ 755）

火　　災 件 数
損 害 額

8件（ 20）
11,614千円（14,924千円）

●阿南署管内平成23年3月分合計　(　)内は1月からの累計
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お
く
り
も
の

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
車
椅
子
２
台　

那
賀
川
町　

平
島
小
学
校
様
か
ら

●
金
一
封　

匿
名
様
か
ら
、
地
域
福
祉
事
業
活

動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５
月
11
日
〜
20
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
推
進

　

運
動
の
基
本
は
、
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
で
す
。

◦
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◦
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

市
の
花「
ひ
ま
わ
り
」を

咲
か
そ
う

　

真
夏
の
空
に
向
か
っ
て
明
る
く
力

強
く
伸
び
る
花
「
ひ
ま
わ
り
」
を
咲

か
せ
、
花
い
っ
ぱ
い
の
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

ひ
ま
わ
り
の
種
子
は
、
市
役
所
案

内
窓
口
・
企
画
政
策
課
・
各
支
所
・

各
住
民
セ
ン
タ
ー
・
各
公
民
館
に
て

配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
企
画
政
策
課
（
☎

22

−

３
４
２
９
）
へ

情
報
公
開
条
例
が
変
わ
り
ま
し
た

　

阿
南
市
情
報
公
開
条
例
が
一
部
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
権
利
の
濫
用
に
つ
い
て
明
記

　

開
示
請
求
制
度
の
利
用
に
際
し
て

権
利
の
濫
用
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

権
利
の
濫
用
に
該
当
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
審
査
基
準
に
基
づ
き
、

個
別
の
事
案
ご
と
に
総
合
的
に
判
断

し
ま
す
。

■
開
示
請
求
権
を
有
す
る
も
の
の
範

囲
の
拡
大

　
「
実
施
機
関
が
行
う
事
務
ま
た
は

事
業
に
利
害
関
係
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

開
示
請
求
で
き
る
の
は
、
利
害
関
係

が
認
め
ら
れ
る
公
文
書
に
限
ら
れ
ま

す
。

■
指
定
管
理
者
の
情
報
公
開

　

指
定
管
理
者
は
、
公
の
施
設
の
管

理
に
係
る
情
報
を
公
開
す
る
よ
う
努

め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
行
政
情
報
課(

☎

28

−

９
８
８
５)

へ

　
３
月
11
日
午
後
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生

し
、
阿
南
市
に
も
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

直
ち
に
市
役
所
の
災
害
対
策
本
部
の
私
に
電
話
を
い
た

だ
い
た
の
が
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る

鳥
取
県
米
子
市
の
野
坂
康
夫
市
長
で
し
た
。「
状
況
を

心
配
し
て
い
る
。
何
か
あ
れ
ば
米
子
市
と
し
て
あ
ら
ゆ

る
応
援
体
制
を
と
る
の
で
連
絡
し
て
ほ
し
い
。」
と
の

内
容
で
し
た
。
阿
南
市
は
大
き
な
被
害
も
出
ず
に
事
無

き
を
得
ま
し
た
が
、
野
坂
市
長
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対

応
は
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
未み

曾ぞ

有う
（
い
ま
だ
曾か
つ

て
起
こ
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
）

の
大
災
害
と
な
り
、
戦
後
最
大
の
国
難
と
も
い
わ
れ
る

の
が
今
回
の
震
災
で
す
。
し
か
し
、
救
い
は
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
日
本
人
の
国
民
性
で
す
。
被
災
さ
れ
た
東
北
の

人
々
に
心
を
痛
め
な
が
ら
も
、
諸
外
国
は
日
本
人
の
対

応
に
称
賛
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。「
ほ
か
の
国
の
大
災
害

で
は
、
殺
し
合
い
や
略
奪
が
起
き
る
の
に
、
日
本
人
は

避
難
所
や
商
店
で
順
番
待
ち
の
列
を
つ
く
っ
て
い
る
。」

（
タ
イ
）。「
日
本
の
人
々
は
、
た
と
え
親
族
が
亡
く
な

っ
た
と
し
て
も
泣
き
叫
ん
だ
り
し
な
い
。
我
々
が
世
界

各
地
の
被
災
地
で
見
た
も
の
と
は
違
う
光
景
だ
。」（
中

国
）
等
々
…
。

　
各
国
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
他
人
に
配
慮
し
て
自
制
的
に

振
舞
う
被
災
者
の
姿
を
称
え
て
い
ま
す
。
東
北
の

人
々
は
、
そ
の
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
に
よ
る
貧
困
と

豪
雪
を
克
服
し
、
耐
え
る
こ
と
や
譲ゆ
ず

る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
立
派
な
姿
に
世
界
の

多
く
の
人
々
が
共
感
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　「こ
こ
ろ
」
は

だ
れ
に
も
見
え
な
い
け
れ
ど

「
こ
こ
ろ
づ
か
い
」
は

見
え
る

「
思
い
」
は

見
え
な
い
け
れ
ど

「
思
い
や
り
」
は

だ
れ
に
で
も
見
え
る

−

詩
人

宮
澤
章
二
〝
行
為
の
意
味
〟

−

　
連
日
、
こ
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
流
れ
て

い
ま
す
。「
こ
こ
ろ
づ
か
い
」
と
「
思
い
や
り
」

で
日
本
再
生
、
東
北
再
興
を
成
し
遂
げ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
度
の
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

−

「
こ
こ
ろ
づ
か
い
」
と
「
思
い
や
り
」

−

−

市
長
通
信

−

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁
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